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多摩支部第 10回定期総会に寄せて

**更に多くの校友の関心を呼び込み
「明治はひとつ」をより具体的に**

明治大学校友会東京都多摩支部

支部長代行  安田  暉  (日召32年政経)

本 日はご来賓をはじめ多くの校友の

皆様にご出席を頂き誠にありがとうご

ざいます。

今回は平成 16年 6月 に 10地域支

部で第 1回多摩支部総会を開催 して以

来、第 10回 目の節 目の総会に当た り

ます。担当された立川・村山・小平 0

あきる野」地域支部をはじめとして校

友課及び校友会本部等関係者の皆様に

厚く御ネLを 申し上げます。
去る5月 11日 には、 19番 目の地

域支部として羽村地域支部が誕生致し

ました。組織部会の積極的な働きかけ

に相呼応 した地元OB・ OG諸氏の誠

に熱い連帯が実を結んだものでありま

す。支部発足以来、支部長 として全国
に令名を馳せ、存在感を示 し多摩地域
の組織化に傾注された、故宮崎國雄氏

の意気込みが偲ばれます。
さて、今母校は、一般入試志願者数

が4年連続日本一の達成をはじめグロー

バルな人材育成を企図した大学院大学
の系列化そして、 「グローバルフロン

ト」や 「中野キャンパス」の開設など

矢継ぎ早の攻勢は大変嬉 しく、誇 りに

さえ思います。右肩上がりの好実績に

も拘わらず、ひたす ら謙虚に 「クオリ

ティの向上」に努められてお り、母校

経営陣・教職員の方々そして学生諸君
のご活躍に感動致しております。

このような時期に迎えた多摩支部第
10回定期総会、それぞれの地域密着

型明治ブランドの戦略的PRを意図し

た催事が、年々参加人数を増や して参

りました。市民祭での 「明大焼きそば」

は販売好調、ディスクゴルフ大会や餅

つき大会など枚挙にいとまありません。
しかしながら、在住校友数から観た

時、校友会活動への関心は残念ながら

低調 と言わざるを得ません。毎年送付

している「支部総会案内」、東京都 5

支部計で、返信率 11.7%、 出席率

に至っては、郵送枚数の僅か0.8%、
返信者数でも6.7%に 過ぎません。

もつともつと多くの校友に校友会活動

に関心を持つて頂けないのかとい うの

が、本音であります。 88.3%の 校

友が返信にす ら至らないこの現状を直

視 し、無関心な校友を如何に振 り向か

せるのか、難題かとは思いますが、地

域支部活動実績を一つ一つ積み上げ、

また母校においても学究・スポーツ等々

の分野で頂ソ点を極め、 「明治」の名を

よリー層崇めていくことが必要かと思

います。

多摩支部、組織化は進みました。こ

れからは地域支部及び地域支部が連携
した諸活動を更に進化させ、また母校

及び校友会本部 とも連携 した、面白く

為になる企画の創出を図り、明治大学

ブラン ドカの更なるアップに努めてい

くことが、結果 として、母校及び校友

会事業等に関心を向けさせることにな

ると考えます。
「明治はひとつ」をより具現化 して

まいりましょう。

第 4回

多摩支部

ディスクゴルフ
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第 10回東京都多摩支部総会の開催
を、会員の一人として心より喜びとす

るところです。

私は今回、幹事長の拝命を受けまし

た西山 強です。今後ともよろしくお

願い致します。

多摩支部のこの 10年の歩みそして

近況、大学の現況については、支部長

が前項で述べておられる通りです。

大学と校友会は、車の両輪のごとき

関係にあります。大学の躍進は校友の

誇 りであり、校友の活躍は、大学の評

価の向上に資することは論を待ちませ

ん。

組織は、誕生後成長 してやがて安定、

成熟期へと発展していきます。多摩支

部にとつては、全地域の組織化まで今

一歩のところまで来たこれまでの十年

を、誕生から成長期 とすれば、これか

らの十年は、安定期への移行期 とも考

えられます。多摩支部の新時代と位置

付けることが出来ると思います。
こうした意味で、今年は次の十年の

スター トの年と言えましょう。

今後を展望するとき、今までの校友

活動が現状の情報の流れの速さ等に合つ

たシステムになっているかの見直しか

ら始めて、これまで以上に幅広く校友

を結集 し、魅力ある多摩支部づくりを

進め、次世代に継承 していくことが重

要な課題と考えています。
19地域支部の連携を強化 し、地域

とのつながりを保ちながら、楽しい、

また参加 したくなるような活動を展開

して行くことが求められます。

ややもすると先輩・後輩との縦の関係

多摩支部第 10回定期総会に寄せて

****幅広く校友を結集 し

魅力ある多摩支部を****

明治大学校友会東京都多摩支部
幹事長 (予定) 西山 強  (昭 36年 工)

で見られがちな校友同志のつながりを、

同じ世代、同じ仕事、同じクラブやサー

クルなど横の関係や、同じ趣味同志な

どからも、学生時代の想い出を分かち

合い、絆をつないで行 くことで、連帯

の輪が広がるものと考えます。その上

で、世代間の交流を図り、若い力と女

子校友の組織化を進めて行くことも、

魅力ある支部づくりには欠かせないテー

マと言えましょう。
これまで育んできた基盤の上に、新

たな資産を将来に引き継いで行 くこと

は、私達の使命 と言えます。

本部とも連携 し、 「明治はひとつ」

との旗のもと、 「多摩もひとつ」との

思いを一人ひとりが共有 し、和気あい

あいと「輝 く多摩家族」と呼べるよう

な支部を創って行くことが次の目標 と

考えます。

新たな明日に向かつて、多摩支部の

結集力を示 し、紫紺魂を発揮 し、全員

でスクラムを組み、 「前への精神で」

前進 して行きたいと思っております。



校友会東京都多摩支部が、創立 10
周年を迎えられたことを心よりお祝い

申し上げます。これもひとえに、安田

支部長をはじめとした歴代関係諸氏の

母校愛と同窓の絆、努力の賜物と存 じ

ます。また、先だつてお亡くなりにな

られた故 0宮崎國雄前支部長には、多

摩支部草創期から支部の運営、発展に

大変ご尽力をいただき、あらためて感

謝申し上げます。
さて、明治大学の校友は、 2013

年 3月 の卒業生を含めると、 52万人

を超えました。このうち、多摩支部は

19の地域支部を抱え、約 2万 2千名
の校友がいらつしゃいます。校友の皆

様の大学へのご支援は、理事長として

大変嬉 しく、そして心強く思つていま

す。
ご存知のように、大学を取 り巻く環

境は、少子化の影響を受け、年々厳 し

くなっています。幸いなことに明治大

学は、一般入学試験志願者数が 7年連

続で 10万人を超えるなど、社会から

一定の評価をいただいておりますが、
この社会的評価は、校友の皆様方ひと

りひとりが、社会に貢献し、活躍 した

評価の積み重ねがあるからです。

高等教育機関である明治大学は、教

育 0研究をより充実させていかねばな

りません。個の強い人間を育てる教育。

時代の先端を行く研究。そして、その

教育 0研究の成果を世の中に還元する

社会貢献。私は、これ らの事業の基盤

となるのは、明治大学を核としたヒュー

マンネットワークであると強く認識 し

多摩支部第10回定期総会 祝辞

**皆さまと共に、世界に誇れる大学へ **

学校法人 明治大学
理事長  日高 憲三

ています。そして、校友会はこのヒュー

マンネットワークに大きな役割を果た

しております。
これからの大学の発展に、校友の皆

様方のご協力は不可欠であり、特に明

治大学の地元にあたる都内・近郊の校

友会支部及び地域支部には、大きな期

待を寄せています。多摩支部の地域に

は、体育会硬式野球部合宿所、明治大

学付属中野八王子高等学校・中学校が

あり、校友の方々だけではなく、地域
の方々とも深い縁がございます。この

ような縁を大切にし、今後とも明治大

学を核 としたヒューマンネットワーク

の形成に努めてまいります。

結びに、皆さまと共に、母校を世界

に誇れる大学とできるよう、今後とも

ご支援、ご協力をお願いするとともに、

校友会東京都多摩支部のさらなるご発

展と、会員の皆さまのご健勝を心から

お祈 り申しあげます。
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多摩支部第 10回定期総会 祝辞

**建学の精神を守 りつつ

様々な改革によるチャレンジを**

明治大学

学 長 福富 賢一

校友会多摩支部第 10回総会の節 目の

年にあた り,一言ご挨拶申し上げます。

校友会多摩支部が創設 され,10周 年

とお伺いしてお りますが,一 口にいつ

て10年 の歩みは長いようで短いもので

す。その間には会員各位の地道な努力

により18地域支部2万名までの大きな組

織となってこられましたが,それは様々

な困難を乗 り越えてこられたからこそ

今 日を迎えられたと拝察いたします。

改めて関係者各位に敬意を表 したいと

思います。
さて,本学もこの10年 を振 り返 りみ

ますと, さまざまな困難を果断な取組

みにより克服 してまい りました。魅力

的な大学とすることが受験生に支持 さ

れるとの信念のもと,学内のさまざま

なソフ ト面とハー ド面におけるインフ

ラ整備に意を注いでまい りました。第
一には入学試験制度の改革に着手し,

全学部統一入試を2007年度から実施 し

たことにより地方の多くの受験生にそ
の機会を増や したことです。第二には

学生のスポーツ活動を支援 し,大学の

活性化につなげていくために,施設整

備をはじめとした練習環境の改善をお

こなってきました。第二に,避けては

通れないグローバル化の時代において,

新たな地平を切 り拓くために,積極的

に教育改革を行ってお ります。その成

果 として,幸いにも文部科学省の大学

教育改革の支援事業に,本学が申請 し

た国際化に関す3つのプログラムが採択

されました。こうした諸改革は校友の

皆様のご理解・ご支援なくしては成し

得なかったことであり,ま さに明治が

ひとつとなった改革が奏功 したと言え

るのではないでしょうか。

本学は2011年に創立130周年を迎えま

した。創立以来 「権利自由・独立自治」
の建学の精神を守 りつつ,様々な改革

によるチャレンジがあればこそ,明治

大学とい うブラン ドがますます輝 くも
のと確信 してお ります。先にも述べま

した全学部統一入試の導入がその好例

といえます。2004年度に志願者数が7万

人台後半へと減少 し,全教職員が危機

感を共有したことが契機 となって,入
試改革に着手 しました。その結果が多

くの受験生の支持を得て,こ こ7年間で

は一般入試志願者数が10万人台で推移
しています。これはチャレンジの成果
でもあり, ピンチをチャンスにした結

果 ともいえます。今後,一般入試志願

者数全国1位の象徴される難関を突破し,

将来の校友会の中心メンバーとなるで

あろう学生のさらなる活躍が期待され

ます

最後になりましたが,校友会多摩支

部のますますのご発展をお祈 り申し上

げます。



明治大学校友会東京都多摩支部
第 10回総会に寄せて

**誇 りを持つた地域に根付いた活動が
「明治はひとつ」の原点でもある**

東京都多摩支部が第 10回 目の総会

を開催 されることになり,お祝いを述
べさせていただきます。

現在,明治大学校友会は,都道府県
ごとに 54の支部が設立され,これに

韓国及び台湾の外国支部を加えて,合
計 56の支部から成 り立ってお ります。

そして,これらの支部の中に, 217
の地域支部が設立されております。

東京都の校友会は,東・西・南・北

及び多摩の 5支部に分かれてお り,中
でも多摩支部は会員数 2万 2千名 (全

国 2位),地域支部は 19を数える,

明治大学校友会の中で最大の組織であ

ります。

東京都多摩支部の素晴らしさは,大
きな組織ではありながら,活動はきめ

細かく,大変にまとまりがあるところ

です。毎年の総会時に掲げられる各地

域支部の校友会旗は,年々その数が増
えてお り,支部の活力を象徴 してお り

ます。さらに,今後も稲城市や福生市

にも地域支部の設立の動きがあると伺つ

てお り,大変楽 しみであります。

支部設立当初から組織の活性化へご

尽力された,故宮崎前支部長へ感謝 と

敬意を表する次第であります。

校友会の活動は,地元に基盤を置い

た地域支部の活動が根幹であると思い

ます。校友が連携 し,こ のような地域
に密着 した組織的な活動が明治大学の

評価を高め,「明治ファン」を増やす
ことにつながると確信 してお ります。

校友会のスローガンである「明治はひ

とつ」とは,地域に根付いて活動する

明治大学校友会

会長 向殿 政男

校友の方々が中心になって,母校を支

援 し,「明治ファン」を増や し,一丸

となって前へ進むことを意味してお り

ます。その意味では,東京都多摩支部
の各地域支部の皆さまは,全国のお手

本のような活動を展開されていると感

じております。

多様化,高度化が進展する現代社会

において,高等教育界を取 り巻 く環境

も年々厳 しさを増 してお ります。この

ような中でも,明治大学は,本年度の

一般選抜入試で 10万 9934名 の志

願者を集め, 4年連続で志願者数 日本
一を達成いたしました。社会からは ,

非常に高い評価を得てお ります。この

高い評価を支えているのが我々校友会

でありますので,誇 りを持つて校友会
の活動に参画 していただきたいと思い

ます。今後 ともご協力くださるよう宜

しくお願い申し上げます。

黎 ‐
驚鐵炉:攀鐵:静 瘍
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この度、組織委員長 とい う重責を担

うことになりました。西山前委員長の

敷いたレールに沿い、組織化に努めた
いと思いますので、よろしくお願い申
しあげます。

多摩支部は一昨 3地域支部 (あ きる

野、東久留米、清瀬)、 昨年は 2地域
支部 (多摩市、羽村)を組織化 し、校
友の少ない西多摩郡を近隣の地域支部
に統合 (あ きる野地域支部へ 日の出町
と檜原村、青梅地域支部へ奥多摩町)

し、急ピッチに組織化を進め、全国校
友会 54支部の中で最多の 19地域支

部を擁する最大支部組織となっていま

す。残す未組織は稲城市 (校友数 46
1)、 福生市 (校友数 259)、 瑞穂
町 (校友数 106)の 2市 1町 となり、
これら地域の組織化を図れば多摩地区
全域に校友の輪が拡がり組織化が完了
いたします。正しく、多摩地区は一つ

の大きな輪となります。

稲城市は組織部担当部員と稲城市校

友員が組織化に取 りかかつていますし、
福生市、瑞穂町も担当部員が中心に組

織化に取組み始めています。

今年中 (H26/3末 )に多摩地区全域の

組織化に組織部員総力を挙げて取組ん

で行きますので、皆さんのご協力をお

願い致します。

未組織の地域は在住校友の絶対数が

少なく、地域支部設立に必要な会員 5

0名 以上の確保が大変厳しい状況にあ

ります。よって、これらの地域に在住

校友をお知 り合いでしたら、是非、組

織部会員または地域支部長までご連絡

頂けたら幸甚です。

連絡先

組織委員長  営麻 功
042-346-5852

(羽 村は5月 11日 の全国支部長会議で承認 )

1歳 とな りま した

清瀬地域支部です、よろしく。

最近出来た地域支部と市町村

最近出来た地域支部 所属、市・町 。村

青梅地域支部 青梅市・奥多摩町

あきる野地域支部
あきる野市、日の出

町、桧原村

東久留米地域支部 東久留米市

清瀬地域支部 清瀬市

多摩市地域支部 多摩市

羽村地域支部 羽村市
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皆さん、こんにちは !府中地域支部です。
本支部は今年 30周年を迎えます。昨年、
府中の森芸術劇場でのマンドリン倶楽部
府中演奏会も12回 と公演を義 .常任
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賞気の集味 こ0だ つ
´
I違 卜拳す。

疑力あ ,3、 れる縛妻 :こ

ぜひえ を4理事くださしヽ.

☆響墓霧 rレンゲシ菫ナ電聾群主■月

☆ユ蔑麟 神:静i騨楽1～三1モ 1,■ |

☆多摩|::■「ラ万分夕等ッァー彙i言
==)

☆多摩::費 [カヌー&なつク1籠禁il■ 1■ )

☆響[:漢谷で義菫雪軸ヌー大会」議 11藤:邊えた|

プラン年二のお,艦いや多日のガイド奮ごtまれます。
おふ 今ヽみをください。

→原 鴫
`0428-73-83,う

)、 村華 機4282■ ,931,ま で

かけで第 2回 目の定時総会を5月 に開催、

若くて元気なのが当支部です。毎月第一

土曜 日に役員会を開催、会の運営・連絡

事項等を熱 く議論。ようやく地域支部の

基礎固めが出来つつあります。

女子会・散策会・ゴルフ会が定着し、

親睦の輪を深めています。先輩諸地域支

部も抱える共通の課題かと思いますが、

若い世代校友の参加率向上に向けたご意

見 。名案 。成功例等を集約 させて組織の

拡大に努めたいです。

lifく 戦薦よ寺時食 に菫「 して逓動 してお 寺ます.

地域校友 :ま 三 千名を超え、年次総会での楽しい

ひととき、秋鈴襲帰り線行等、会員の皆様:=支え

られております .

事務局 192-o154八 王子市下思方覇1684
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彗壽ねています。

三は地域支部 |ま平成 17年 l~発鮭、 8年 簿を

迎え1◇Φ轟余0会員で構成。年間主要行事は

6魔 総会懇親会、lΦ 月ゴルプ大会、東京港撓

察緩修会、読馬観戦、 1月 幾午会等逓隣の支

部からえ)参離する程参人気です.今後も多 く

奪会員が楽 しある事業を企画 します。
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